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学校教育目標 

強く 明るく 考える 

 
 

 

 

 

 

物事にはすべて目的がある。“何のため”を考える人に！ 

校長 金子 文春 
 
給食の時間に３年生との給食会食会を実施しています。給食の時

間にあるクラスのある班が、校長室で校長と会食及び懇談を行うの
です。掲額された１７名の歴代校長に見つめられながら、厳粛な校
長室での昼食。「緊張しすぎて、給食の味がよく分からなかった」と
の感想を漏らす生徒がいました。（後でお詫びをしました。）わずか 
２５分間の会食ですが、この機会は校長としてとても勉強になる時
間だと感じました。 

 
ここで問題です！一体何のために給食会食会を実施しているので

しょうか？正解は「一人でも多くの３年生とわずかでも知り合って
修学旅行に出掛けたいと考えたから」。顔と名前を覚えるのが苦手な
私ですが、直接会ってお話しすることで、１７４名を知りたいと思
いました。「どうしてテストを行うの？」「どうして制服を着るの？」
など、中学生の生の声や意外な意見が聞けるのは、思わぬ副産物で
した。今後は１・２年生でも実施したいと考えています。 
この取組を続けていて、学校教育目標の一つである「考える」につ

いて思ったことがあります。「物事にはすべて目的があり“何のため”
を考えた上で行動できる人になってほしい」。生徒のみなさんが毎日
受けている授業、部活動、係・当番活動…。これらにはすべて、こ
れらを行うべき目的があります。「この授業で身につけるべき学力は」
「この練習で獲得すべき技術・体力は」「この活動で支えられている
人や事は」…。これらを自分なりに考えたり知ったりした上で行動
することを「主体性」と言います。「学校でのすべての教育活動の主
役は生徒であり、育てるべきものは生徒の主体性」、これは新座中学
校の全教職員の共通目標です。「何のために行う、何のためにある」
を考える習慣を身につけましょう。自分なりの答えが見つからなか
ったら、遠慮なく近くの大人に質問してください。 

 
激しい変化、未来を予測しにくい時代に生きる私たち 

には、自分の意志や判断により自らの責任をもって行動 
する態度や姿が求められています。物事をじっくり考え、 
新しい価値を創造する生徒を、本校では育てていきます。 

 

令和５年６月１日発行 

新座中だより 



新座中ＨＰ内の「新座中ダイヤリー」を毎日更新していま 
す！生徒の活躍、先生の頑張り、保護者・地域のご支援等、 
新座中学校の輝く景色や心温まるエピソードを積極的に発信 
していきます。どうぞご覧ください。 

 


